
Ｆ 研究企画・調整・情報システム・出版・広報

１．研究の企画・調整・評価

(1) 農業研究本部場長会議

1) 第 1回農業研究本部場長会議

期日：平成26年6月13日(金) 10:00～ 15:30

場所：北海道農政部大会議室

議題：

①協議事項

・中期計画Ⅱ策定に向けた農業研究本部の対応方針（案）

について

・平成 26 年度の作物育種予算と水稲育種予算対応につ
いて

・新規導入作物の道受託試験について

・農業研究本部の紹介リーフレット作成について

②報告事項

・平成 27 年度 新規課題設定に係る検討経過について

・乳牛・肉用牛の研究について

・「研究開発の見直し方針」実施方策検討ワーキンググ

ループについて

・平成 26年度 北海道農業試験会議（新規課題検討会議）

の開催について

・年度計画に係る自己点検・評価について

・平成 26年度開始 公募型研究課題の応募・採択状況に

ついて

・研究成果刊行物について

・平成 27年度の職員採用計画について
・平成 26 年度 試験研究用備品（目的積立金）要望・

採択一覧

③その他

・試験ほ場の利用実態確認について

2) 第 2回農業研究本部場長会議
期日：平成 26年 10月 6日(月)13:30～ 16:00
場所：北海道農政部第１中会議室

議題：

①協議事項

・平成 27年度 経常研究費に係る新規課題予算について

・次期中期計画における乳牛・肉牛の飼養計画について

・めん羊の飼養計画について

②報告事項

・平成26年度 農業研究本部 場別試験研究費について

・平成27年度 当初予算（一般管理費） 仮配分枠

・平成26年度研究用備品執行状況

・試験ほ場の適正使用に係る確認状況調査の実施について

・平成26年度 下半期の主な予定について

③その他

・研究開発の見直しWGの検討状況について

・森林研究本部等との連携について

・平成26年度自己点検資料の作成について

3) 第 3回農業研究本部場長会議
期日：平成 26年 11月 20日(木)13:30～ 13:50
場所：農政部第１中会議室

議題：

①協議事項

（なし）

②報告事項

・農業研究本部の紹介リーフレットについて

・試験ほ場の適正使用に係る確認状況調査結果について

③その他

・3月の諸会議日程について

・H27職員配分数に対応したグループ内配置数の検討につ

いて

4) 第 4回農業研究本部場長会議
期日：平成 27年 3月 20日(金)14:00～ 16:00
場所：農政部第１中会議室

議題：

①協議事項

・革新的技術導入による地域支援（経常（各部））の終了課題

及び次年度終了予定課題について

②報告事項

・めん羊の飼養計画について

・新規導入作物の道受託試験について

・各種プロジェクトの運営状況及び次年度の運営計画につ

いて

・地域農業技術センター連絡会議（NATEC)の活動状況に

ついて

・平成26年度、27年度 試験研究用備品 要求・採択一覧

・平成27年度 道総研農業研究本部 当初予算概要

・平成27年度の新規実施課題について

・公募型研究課題の平成26年度採択結果および平成27年
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度応募・採択状況について

・平成27年度の主な日程（案）について

③その他

（特になし）

(2) 研究調整会議

1) 第 1回研究調整会議
期日：平成 26年 4月 30日(水)13:00～ 15:30
場所：中央農業試験場 大会議室

①協議事項

・設計会議 概要書印刷に係る場別予算負担について

・新規導入作物に係る道受託研究の進行管理について

・平成 26年度の作物育種予算について
②報告事項

・研究課題：革新的技術導入による地域支援（経常（各

部））について

・機動的調査について

・経常研究に係る平成26年度終了課題について

・平成 26年度地域要望課題の概要について
・平成 26年度北海道農業試験会議（新規課題検討会議）
の開催について

・平成26年度北海道農業試験会議に出席する普及指導員

の選定について

・畜試 畜産工学グループの名称変更について

・企画調整部長会議について

③その他

（特になし）

2) 第 2回研究調整会議
期日：平成 26年 6月 25日(水)13:00～ 15:30
場所：中央農業試験場 大会議室

①協議事項

・平成 27年度の機動的調査について
・平成 27年度の新規課題検討及び調整について
・奨励品種決定現地調査等の見直しについて

②報告事項

・革新的技術導入による地域支援の平成25年度実績と26

年度の実施状況について

・今後の花き野菜研究について

・平成25年度 研究課題事後評価（経常研究等）の結果につ

いて

・平成26年度新規課題における重点研究課題実施項目と課

題別目標について

③その他

・本部長ヒアリングの日程

・場長会議の報告 水稲育種予算、新規導入作物について

3) 第 3回研究調整会議
期日：平成 26年 9月 16日(火)13:00～ 15:00
場所：中央農業試験場 大会議室

①協議事項

・平成 27年度 経常研究費に係る新規課題予算について

・農業試験会議（成績会議、設計会議）議事概要の印刷

物発行の中止について

②報告事項

・第２期中期計画の検討スケジュールについて

・共同研究発掘推進事業の第三次募集について

・道総研虫ゼミの開催（森林研究本部等との連携について）

③その他

・研究開発の見直しWGの検討状況について

・道総研 第二期中期目標について

4) 第 4回研究調整会議
期日：平成 26年 10月 27日(月)13:30～ 14:30
場所：中央農業試験場 大会議室

①協議事項

・平成 26 年度 北海道農業試験会議（成績会議）の開

催日程（案）等について

・平成 26年度 成績会議に向けた対応について

②報告事項

・ジャガイモ黒あし病菌が検出された品種の種苗生産に

ついて

③その他

・各部会主査より成績会議提案予定課題についての情報提

供

5) 第 5回研究調整会議
期日：平成 26年 12月 19日(金)13:00～ 15:00
場所：中央農業試験場 大会議室

①協議事項

・平成 26 年度 北海道農業試験会議（設計会議）に向

けた対応について

・農業資材試験及び農食事業における企画関連事務費に

ついて

・小麦における優良品種認定前の品種登録について

②報告事項

・平成 26 年度北海道農業試験会議（成績会議）の運営
等について

・平成 27年（第 33回）農業新技術発表会の開催につい
て

 56



・経常研究費における自己収入（財産売払収入）充当額

について

③その他

・研究成果刊行物について（投稿状況）

・北農研セと農業研究本部の動向予測について（北農研セ

報告との違い）

6) 第 6回研究調整会議
期日：平成 27年 2月 13日(金)13:00～ 15:30
場所：中央農試大会議室

①協議事項

・革新的技術導入による地域支援(経常(各部))終了課題

及び次年度終了予定課題について

・次年度の成績会議に向けて

・新規課題検討会を経なかった新規課題（受託試験研究

課題等）の検討について

②報告事項

・平成 26年度設計会議及び研究課題評価（中間・事後）
に向けて

・各種プロジェクトの運営状況及び次年度の運営計画につ

いて

・奨励品種決定現地調査等の試験ほ場の設置箇所数の見

直しについて

・平成 27年度追加課題の課題別目標について
・公募型研究課題の平成26年度採択結果および平成27年

度応募・採択状況について

③その他

・中期計画素案の表記変更について

・新規課題検討における重点化に取組（理事長枠）について

(3) 北海道農業試験会議

1) 研究課題検討会議

○ 北海道農業技術推進委員会において決定された重点

的研究推進方針に基づき、平成 27 年度新規提案課題に
ついて検討し、農業研究本部として自己点検評価（事前

評価）を行った。

部会の開催日程及び検討課題数

部 会 日 程 会 場 課題数

作物開発 H26.7.15 道総研プラザ 11(3)
花・野菜 H26.7.15～ 16 プレスト 1・7 19(5)
畜 産 H26.7.15～ 16 北農健保会館 22(8）
農業環境 H26.7.17 プレスト 1・7 10(7)
病 虫 H26.7.17～ 18 かでる 2・7 11(8)
生産ｼｽﾃﾑ H26.7.17～ 18 自治労会館 13(3)

※括弧内の数値は、検討課題数の内、新規課題数である。

2) 成績会議

各部会に提出され検討した課題について、総括会議で

新農業技術として判定された結果は次のとおりであっ

た。本会議における検討は、今年度終了課題における農

業研究本部としての自己点検評価（事後評価）にも活用

した。

3) 設計会議

北海道における農業関係試験研究機関が行う試験研究

課題について、平成 27 年度の設計を決定するための専
門部会を平成 27年 3月 9日～ 3月 13日にわたり開催し
た（てん菜分科会は 2月 20日）。各部会に提出された検
討課題数は、次のとおりであった。本会議における検討

は、農業研究本部における自己点検評価（中間・事後評

普及
奨励

普及
推進

指導
参考

研究
参考

行政
参考

保留
成績

完了
成績

合計

作物
開発

計
（品種）

3
(3) 0 17 1 0 0 0 21

花・
野菜

計
（品種）

0 2
(1) 7 0 0 0 0 9

畜産
計

（品種）

4
(1) 1 14 0 0 0 0 19

農業
環境

計
（品種）

0 1 9 0 1 0 0 11

病虫
計

（品種）
0 1 102 1 0 0 0 104

生産
ｼｽﾃﾑ

計
（品種）

0 2 29 0 1 0 0 32
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価）にも活用した。

部会 分科会 課題数

作物開発 稲 40
豆類 70
てんさい 29
麦類・特用作物 58
ばれいしょ・果樹 73

花・野菜 68
畜 産 飼養栄養・飼料評価 23

品質管理・家畜育種 11
家畜衛生・繁殖 29
ふん尿処理・家畜管理 9
草地生産・草地品種 55

農業環境 35
病 虫 22
生産ｼｽﾃﾑ 62

合 計 584

(4) 地域農業技術センター連絡会議（NATEC）

1) 平成 25年度 第 2回幹事会
日 時：平成 26年 2月 17日 13:30～ 13:45
場 所：かでる 2･7 1050会議室
出席者：13名
議 事：平成 25年度定期総会議案審議
2) 平成 25年度 定期総会

日 時：平成 26年 2月 17日 14:00～ 14:45
場 所：かでる 2･7 1050会議室
出席者：39名
議 事：平成 25年度事業実績及び収支予算、平成 26年
度事業計画（案）及び収支予算(案) 役員改選等

3) 平成 26年度 研究交流会

日 時：平成 26年 2月 17日 15:00～ 17:30
場 所：かでる 2･7 1050会議室
出席者：58名
内 容

【テーマ】緑肥作物の活用―持続可能な北海道農業の新

展開―

① 講演

・寒地における緑肥の多面的活用（北海道大学北方生物

圏フィールド科学センター教授 荒木肇氏）

・緑肥作物を利用した土壌病害虫対策（雪印種苗株式会

社主任 佐久間太氏）

②情報提供

・和寒町における秋まき緑肥「ヘアリーベッチ」の導入

（和寒町農業活性化センター農想塾主 任 上 西

孝 明 氏 ）

・後作緑肥導入によるたまねぎ畑の土づくり（中央農

業試験場農業環境部主査 古館明洋氏）

4) 平成 26年度 第 1回幹事会
日 時：平成 26年 6月 10日 15:00～ 17:00
場 所：ホクレンビル 10F B会議
出席者：15名
議 事：平成 26 年度研究情報交換会の開催について、
開催に向けての進捗状況、開催テーマと事例紹介の機関

選定、会員の動向等

5) 平成 26年度 研究情報交換会

日 時：平成 26年 9月 4日～ 9月 5日
場 所：めむろーど、他現地

出席者：56名
内 容

【テーマ】十勝地域における農畜産物の高付加価値化に

向けて

①話題提供

・JA めむろにおけるブランディング化の取組（JA めむ
ろ農畜産部マーケティング推進課主幹 阿曽秀樹氏）

・幕別町における農業の取組（幕別町経済部農林課長

川瀬吉治氏）

・士幌町における付加価値農業への取組（JA 士幌町農
産部農産課長 仲野貴之氏）

・フードバレー十勝について（帯広市農政課農産係主任

補 廣澤優太氏）

・JA ネットワーク十勝のブランド戦略について（十勝
農業協同組合連合会企画室長 鱈場尊氏）

②現地視察

・ＪＡ川西別府事業所（ながいも洗浄選別施設)

・ＪＡめむろ「愛菜屋」（直売施設）
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２．情報システムの活用

(1)道総研農業研究本部のホームページ（農業技術

情報広場）の管理

各ページ作成、更新を行った。また、広く道民に対し、

関係イベントの周知や研究成果の公開等、情報発信を行

った。

(2) 営農指導支援システムの整備開発

本年における開発は実施していない。

(3) 中央農試ホームページの作成・更新

入札情報や公開デー情報など、広く道民に対して場業

務等の情報公開や研究成果の公開等、情報発信を行った。

３．図書・資料

（１）受入状況（冊）

資料名 購入 寄贈 合計

単行本（国内） １ ３９ ４０

単行本（外国） １ １ ２

逐次刊行物（国内） ３１１ １５４ ４６５

逐次刊行物（外国） ２２３ ３６ ２５９

（２）資料提供

室外貸出 １３８件

（３）図書資料購入費（千円）

────────────────────────

逐次刊行物 逐次刊行物 製本 消耗品 計

（国内） （外国）

────────────────────────

825 2,850 － 48 3,723
────────────────────────

４．印刷刊行物

──────────────────────────────────────────

資 料 名 発行年月 頁数 部数

─────────────────────────────────────────

平成 25年度北海道農業試験会議議事概要 平成 26年度設計会議 26.6 127 pdf配布
平成 27年農業新技術発表会要旨（第 31回） 27.2 38 500
平成 27年道央圏農業新技術発表会要旨 27.2 30 400
平成 26年度北海道農業試験会議議事概要 平成 26年度成績会議 27.3 67 pdf配布
平成 25年度植物遺伝資源開発研究成績書 27.3 99 pdf配布
北海道立総合研究機構農業試験場集報 第 98号 26.6 122 500
北海道立総合研究機構農業試験場集報 第 99号 27.3 138 500
──────────────────────────────────────────
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５．広報活動

(1) 平成26年度中央農業試験場公開デー

・日 時：平成 26年 8月 1日(金) 9:30～ 15:00
・場 所：中央農業試験場庁舎、ほ場、果樹園

・主 催：中央農業試験場

・協 力：北海道農政部、北海道病害虫防除所

北海道空知農業改良普及センター

道総研 森林研究本部、水産研究本部

・後 援：岩見沢市、南幌町、由仁町、長沼町、栗山町

JA いわみざわ JA なんぽろ JA そらち南 JA ながぬま
・来場者：573名

（大人 345名、子供 228名、農業者 23名）
・内 容：

○夏休み☆公開実験室（ナンを焼いてみよう、「きた

ほなみ」で簡単クッキーぷらすクイズ！？、豆を使っ

てミニツリー、いろいろな豆でストラップを作ろう、

プラバンで”むしむしキーホルダー”を作ろう、土で

絵を描こう！！、土のインク色素吸着実験）○体験／

展示コーナー（ミクロの世界、水辺に棲む生き物たち

を観察しよう、教えて！ハタケダ博士、作物の病害・

害虫コーナー）○試食コーナー（米「きたくりん」「き

たゆきもち」・大豆「つぶらくろ」を使った豆ごはん、

小麦「きたほなみ」「ゆめちから」ブレンド粉パン、

どぶろくプリン（アルコールなし）○農試・普及セン

ターによる「何でも相談」（作物生育相談・土壌診断、

病害虫診断）○どん菓子製造実演○試験ほ場のバス見

学（畑作ほ場、果樹園)○農試産米「きたくりん」プ

レゼント（キーワードをさがせかアンケートで）

(2) サイエンスパーク2014

・日 時：平成 26年 8月 6日(水)10:00～ 16:00
・場 所：ケーズデンキ月寒ドーム（札幌市豊平区月寒）

・主 催：北海道、地方独立行政法人北海道立総合研究

機構

・参加機関：中央農業試験場、花・野菜技術センター、

さけます・内水面試験場、林業試験場、

工業試験場、食品加工研究センター他

・後 援：札幌市、札幌市教育委員会、北海道市長会、

北海道町村会、北海道教育委員会

北海道小学校理科研究会

・参加者：2,600名
○展示コーナー

［中央農業試験場（生産システムＧ・水田Ｇ）］

やってみよう精米体験

○体験コーナー

［中央農業試験場］ 作ってみよう！タネアート

［花・野菜技術センター］

メロン果実の甘さを調べよう！

(3) アグリビジネス創出フェア in Hokkaido

・日時：平成 26年 11月 28日(金)10:00～ 17:00
11月 29日(土)10:00～ 16:00

・場所：サッポロファクトリー アトリウム会場他

・主催：NPO 法人グリーンテクノバンク、農林水産省
・後援：北海道大学

・参加者：約 2,500名
・出展内容

《ファクトリールーム会場》

①農業研究本部（各農業試験場）の紹介

（農業研究本部）

②豚「はまなすW2」の紹介（畜産試験場）
「はまなすW2」品種特性及び肉の試食

(4) 平成27年道央圏農業新技術発表会

・日 時：平成 27年 2月 27日(金)12:30～ 16:00
・場 所：むかわ温泉 「四季の館」

・主 催：中央農業試験場

・後 援：深川市、きたそらち農業協同組合、

北海道空知総合振興局

・出席者：189名（うち農業者 51名）

・発表課題：

①たくさんとれる北海道米「そらゆき」

中央農業試験場生産研究部水田農業Ｇ

研究主任 木下 雅文

②線虫に強いスズマル大豆「中育６９号」

中央農業試験場作物開発部作物Ｇ

研究主査 黒崎 英樹

③これでバッチリ！「ゆめちから」の栽培法決定版

中央農業試験場農業環境部栽培環境Ｇ

研究主任 杉川 陽一

④抵抗性ネギアザミウマのあたらしい防ぎ方

中央農業試験場病虫部予察診断Ｇ

研究主任 武澤 友二

⑤かぼちゃの突起果の原因と防除対策

中央農業試験場病虫部

部長 清水 基滋

⑥道産和牛の明日を拓く！種雄牛「勝早桜５」

畜産試験場家畜研究部肉牛Ｇ

主査 酒井 稔史
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⑦飼料自給率UP!黒毛和牛にサイレージ

畜産試験場家畜研究部肉牛Ｇ

主査 糟谷 広高

⑧出て行け草地雑草！メドウフォックステイル

畜産試験場基盤研究部飼料環境Ｇ

研究主任 渡部 敢

⑨現地普及活動事例の紹介

てん菜栽培における有機物活用とリン酸減肥の実践

胆振農業改良普及センター東胆振支所

専門普及員 石原 拓朗
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